
上天草市立龍ヶ岳小学校 学校だより 

       

龍っ子だより 

「人権の花」地域へ配付 

 

 
地区  配付施設 

 老人福祉センター 

樋島地区 観乗寺 

 ホテルきらら停 

 高戸郵便局 

 龍ヶ岳保育園 

高戸地区 龍ヶ岳駐在所 

 龍ヶ岳支所 

 上天草病院 

 きららの里 

 相生荘 

大道地区 老人福祉センター 

 おにつか商店 

 

 

 

絵手紙に挑戦！！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月の主の行事 

1 水 文化財出前授業（５年） 

2 木 新入生体験入学 

7 火 知能検査（１・３・５年） 

10 金 文化財出前授業（３年） 

15 水 学力検査（国語） 

16 木 学力検査（算数） 

21 火 児童総会 

28 火 地区児童会 

３月の主の行事 

2 木 授業参観・PTA総会・学級懇談会 

3 金 お別れフェスタ 

16 木 卒業式予行練習 

23 木 修了式 

24 金 卒業証書授与式 

27 月 退任式 

裏面もご覧ください 

第１２号 

令和５年２月７日 

文責：校長 橋口 辰樹 

☎６２－０５０４（龍ヶ岳小） 

【樋島地区：観乗寺】    【高戸地区：龍ヶ岳保育園】   【大道地区：相生荘】 

 １年間「人権の花」運動に取り組んできました。２学期からは、日

頃からお世話になっている方や地域の施設に贈る花を種から大切に

育ててきました。そして、１月３１日（火）に「人権の花」運動で育

てた花（ビオラ、パンジー、デージー、ナデシコ）を植えたプランタ

ーを子どもたちが話し合って決めた１２の施設へ、一人一鉢はお世

話になっている方々に届けました。 

 子どもたちは、６年生を中心に縦割り班で土作り、種まき、ポット

への仮植、植木鉢・プランターへの植え替え、毎日の水やりと本当に

大切に育ててきました。「お世話になっている方々に感謝の気持ちを

届け、龍ヶ岳町が笑顔いっぱい、花いっぱいになるように」という思

いを込めています。右の表の施設を訪れられたときに見ていただけ

ればと思います。 

 この「人権の花」運動を通して①命を大切にする心②思いやりの

心③感謝の心を育ててほしいと願っていました。種から育てるとい

う貴重な体験は子どもたちの心を豊かにしてくれました。 

【プランターを配付した施設】 
※子どもたちが話し合ってきめました 

 １月２３日（月）手作りクラブの子どもたちが、「絵手紙」

に挑戦しました。今回絵手紙の講師として小林さん、田中さ

ん、谷永さん、川口さん、山本さんに来校していただきました。

子どもたちは初めてでしたが、ステキな作品ができました。 

                 

 

                  



学習発表会～３年ぶりの有観客で～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校のホームページもご覧ください。 

１年「大きなかぶ～龍小１年生 version～」    ２年「龍っ子ニュース２０２３」 

３年「龍っ子 三年とうげ」     ４年「白糸台地に水を＆ハッピーサンバ～山都町～」 

５年「水俣が教えてくれたこと」          ６年「龍神太鼓」 

 １月２８日（土）に学習発表会が行われました。人数を制限してではありましたが、３年ぶりに

保護者の方に体育館で直接観ていただきました。 

 初めての学習発表会だった１年生は、国語で学習した「大きなかぶ」の中に、将来の夢、縄跳び

や鍵盤ハーモニカの演奏などを発表しました。６年生は中さんに指導していただき、龍ヶ岳小学校

の伝統となっている「龍神太鼓」を１８人で心を一つにして演奏をしました。他の学年も劇や合奏、

合唱、計算、跳び箱など、各学年とも１年間で身に付けた力を生かして学んできたことを発表しま

した。短い練習期間でしたが子どもたちはよくがんばっていました。 

 この学習発表会を通して、３つの力が伸びたと思います。１つめは、伝える力です。観ている人

に、平和や伝統、命の大切さなど自分たちの思いや考えを言葉や歌、合奏、太鼓など、いろいろな

表現を使って、伝えました。２つめは、考える力です。どうしたら、自分たちの思いを伝えられる

か、一生懸命に考え、工夫してきました。３つめは、学級の力（学級力）です。発表は一人では

できません。学級みんなの心を一つに力を合わせて練習し、本番を成功させました。 

 保護者の方に直接観ていただくということが、子どもたちの意欲、喜び、達成感、そして成長に

つながるのだなと改めて感じました。温かいご声援ありがとうございました。 


